
 

授 業 概 要 

授業科目名  

単位数（時間） 

心理学    

1単位 30時間（15回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標：特定の心理分野、アプローチにこだわらず、広く心理学の世界を紹介する。

最終的には、クライエント（患者さん）の気持ちをくみ取れる態度を養成し

たい。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 心理学とは？ 講義 

 2 知覚の心理 講義、パワーポイント 

 3 社会心理学（1） 講義 

 4 社会心理学（2） 講義 

 5 認知心理学（1） 講義 

 6 認知心理学（2） 講義 

 7 行動主義とは？ 講義、ビデオ 

 8 性格の心理学（1） 講義 

  9 性格の心理学（2） 講義、実習 

10 臨床心理学（1） 講義 

11 臨床心理学（2） 講義、ビデオ 

12 カウンセリング心理学（1）（2） 講義 

13 カウンセリング心理学（3）（4） 実習（学内） 

14 カウンセリング心理学（5） 講義 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

なし 

参考図書 必要に応じて紹介します。 

 

評価方法 出席率、授業態度、定期試験。 

私語が多い場合は注意します。 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

倫理学    

1単位 15時間（8回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標：「生命倫理（バイオエシックス）」における基礎的な考え方と具体的な諸論点

を考察することを通じて、医療や福祉の現場と切り結ぶことの出来る倫理学

的思考のあり方を考える。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 現代の倫理学 講義 

 2 生命倫理とは何か 〃 

 3 健康／病気 〃 

 4 いのちの価値は自明か 〃 

 5 医療におけるコミュニケーション 〃 

 6 生殖医療の問題 〃 

 7 妊娠中絶の問題 〃 

 8 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

 

参考図書 『生命倫理百科事典』丸善． 

今井道夫・香川知晶 編『バイオエシックス入門』東信堂． 

キャロル・ギリガン『もうひとつの声』川島書店．など 

評価方法 期末試験、出席状況とレポートによって評価します。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

物理学    

1単位 15時間（8回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標：物理学の基本を理解する 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 力について 

 力の表示法、力の種類、力の合成 

講義 

 2 力の合成・分解、てこ 

力のつり合い、作用反作用の法則 

〃 

 3 力の合成、分解の練習問題 

力の単位、てこの原理 

〃 

 4 てこの種類、てこのつり合いに関する例題 

力のモーメント 

〃 

 5 演習問題と解説 〃 

 6 国家試験問題による演習 〃 

 7 国家試験問題による演習解説 〃 

 8 定期試験・解説 試験・解説 

   

   

   

   

   

   

   

使用図書 

（テキスト） 

. 

参考図書  

 

評価方法 定期試験にて評価 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

生物学 

1単位 30時間（15回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標：近年生物学の進歩は著しく、あらゆる面で科学的解明が進められており、21

世紀は生物学の世紀であるとも言われている。生物学から生命現象を理解す

ることは、生物界の一員である人間を理解する上でも大変重要である。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 細胞（細胞内小器官） 講義、スライド 

 2 組織・体細胞分裂 〃 

 3 酵素とATP・光合成（同化） 〃 

 4 窒素同化（タンパク質合成）・呼吸（異化） 〃 

 5 動物の生殖・発生 〃 

 6 受精・減数分裂 〃 

 7 メンデルの法則・性と遺伝 〃 

 8 遺伝形式 〃 

  9 遺伝子の本体は 〃 

10 DNA等の遺伝物質（染色体との関連） 〃 

11 地球温暖化と生態系との関係（生態学から 

のアプローチ） 

〃 

12         〃 〃 

13 進化について 〃 

14    〃 〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

赤坂甲治 編著『生物学と人間』裳華房． 

河合雅雄 著『人間の由来（上・下）』小学館． 

参考図書 岩本伸一 著『実験観察 生物図鑑』 

 

評価方法 筆記試験として100％評価 

 



 

授 業 概 要 

 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

食育学 

2単位 30時間（15回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標：食育基本法が制定され、食育推進基本計画に基づき、啓蒙普及にかかる様々な取り組みが

活発に展開され全国的な広がりを見せている。本講義では、逸早く時代のニーズを取り入

れ、自らが正しい食育を理解・実践し、更に食育について指導出来る質の高い教育を目指

すことを目標とする。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 食育学概論（なぜ食育か） 講義、スライド 

 2 食育基本法と食育推進基本計画 〃 

 3 おいしさと科学（五味・五感について学ぶ） 〃 

 4 選食力（食品識別法・食材の旬・食品の表示を学ぶ） 〃 

 5 食の安全・安心（様々な食害と食中毒防止について

学ぶ） 

〃 

 6 食事バランス（規則正しい食生活を：食事バランス

ガイドを活用して） 

〃 

 7 日本の食事マナー（基本的な食事のマナー） 〃 

 8 外国の食事マナー（世界各国の食器具の使い方も含

めて学習） 

〃 

  9 食の心理学（食卓におけるコミュニケーションの重

要性について） 

〃 

10 日本の食料事情（我が国の食料自給率・残飯につい

て） 

〃 

11 世界の食料事情（飢えに苦しむ発展途上国について 

考える） 

〃 

12 世界の食育（地産地酒・エコクッキング・スローフ

ード等） 

〃 

13 食育実習（コミュニケーション技術・プレゼンテー

ション技術等） 

〃 

14   〃   （食育教室に参加させレポート提出させ

る） 

レポート提出 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

『食育インストラクター教本』社団法人 全国調理師養成施設協会． 

服部幸應 著『食育の本』LOCUS MOOK． 

参考図書 細谷憲政 著『人間栄養学』調理栄養教育公社． 

荒川信彦・田島眞 編著『食品学』調理栄養教育公社． 

評価方法 筆記試験、レポート 



授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

健康管理学 

1単位 30時間（15回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標：栄養とは食物をとおして、人の健康状態を高めるものである。本講義では、

健康的な食生活を送るために、正しい栄養学の知識を身につけるとともに、

私たちの食生活の現状と健康づくりについて学ぶ。また、分子の動態から栄

養学を解説する。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 栄養学概論（栄養学とは） 講義、スライド 

 2 〃  （食生活の現状と健康） 〃 

 3 栄養素の機能（炭水化物） 〃 

 4 〃   （脂質） 〃 

 5 〃   （たんぱく質） 〃 

 6 〃   （無機質） 〃 

 7   〃   （ビタミン） 〃 

 8 栄養生理（食物の摂取） 〃 

  9 〃 （消化・吸収および排泄） 〃 

10 〃 （エネルギー代謝） 〃 

11 ライフステージと栄養（妊娠期・授乳期の 

栄養・成長期の栄養） 

〃 

12 〃    （成人期の栄養・高

齢期の栄養） 

〃 

13 病態と栄養（食事療法・栄養素の過不足と

病気・その他の病気と栄養） 

〃 

14 栄養学と生化学の接点 講義 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

社団法人 全国調理師養成施設協会『栄養学』 

科学技術庁資源調査会 編『五訂最新食品成分表』一橋出版． 

参考図書 社団法人 全国調理職業訓練協会『介護食士講座テキスト』 

細谷憲政 著『人間栄養学』調理栄養教育公社． 

荒川信彦・田島眞 編著『食品学』調理栄養教育公社． 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

情報リテラシー 

1単位 15時間（8回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標：情報化社会の今日、IT 化の進展は医療分野でも著しい。本講義ではコンピュ

ータのみならず、情報とそれを取り巻く情報環境まで視野を広げ、それらの

正しい知識と基礎的な利用法を習得する。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 ガイダンスと基本操作方法 講義・演習 

 2 ワープロソフトウェアの基本的操作    〃 

 3 ワープロソフトウェアの基本的操作 〃 

 4 表計算ソフトウェアの基本操作 〃 

 5 表計算ソフトウェアのグラフ機能 〃 

 6 プレゼンテーションソフトウェアの基本利用 〃 

 7 プレゼンテーションソフトウェアの基本利用 〃 

 8 試験  試験 

使用図書 

（テキスト） 

佐藤憲一・川上順子 著『コ・メディカルのための情報リテラシー』共立出版． 

参考図書 情報処理推進機構 編『情報セキュリティ読本 IT時代の危機管理』実教出版． 

評価方法 試験、課題、出席状況などにより総合的に評価します。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

障害福祉論    

2単位 30時間（15回） 

時期 4学年 

担当者  

授業目標 目標：本講義では、障害者福祉全般についての理解を深めることを旨とし、ノーマ

ライゼーションをはじめとする障害者福祉の理念、歴史、また制度など幅広

い知識の習得に努める。また、現代社会が抱える様々な障害者福祉のニーズ

について事例を通じて学習する。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1 障害の概念 講義 

2 障害者福祉の基本理念 講義 

3 ノーマライゼーションとリハビリテーション 講義 

4 障害者の実態（身体障害者） 講義 

5 障害者の実態（知的障害者） 講義 

6 障害者の実態（精神障害者） 講義 

7 障害者福祉の施策Ⅰ 講義 

8 障害者福祉の施策Ⅱ 講義 

  9 障害者福祉の関連施策 講義 

10 事例研究Ⅰ GW演習 

11 事例研究Ⅱ GW演習 

12 事例研究Ⅲ GW演習 

13 事例研究Ⅳ GW演習 

14 まとめ 講義 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

亀山幸吉・佐藤久夫 編『障害者福祉論』メヂカルフレンド社． 

参考図書 糸賀一雄『福祉の思想』NHK出版． 

福祉士養成講座編集委員会 編『障害者福祉論』中央法規． 

一番ヶ瀬康子・河鼻修 編『シリーズ福祉のこころ２・障害ってなんだろう』旬報社． 

評価方法 筆記試験として100％評価 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名 

単位数（時間） 

統計学    

1単位 30時間（15回） 

時期 １学年 

担当者  

授業到達目標 

リハビリテーションの有用性を判断する上で，統計学の知識は必要不可欠である。

この講義では，統計学の始まりから現在までを概括し，統計で用いられる独特の用

語や定義に基づく基本的分析方法を学ぶと共に，各分析方法の意味と実用に即した

データ処理について理解できるようにする。 

具体的には、統計学の網羅的な体系，統計学の基礎的な考え方，標本と母集団と

の関係，およびデータの種類と表現形式について学ぶ。また，よく用いられる統計

的な検定方法を学修し，その実際的な適用の仕方について学ぶ。 

方法 
・各種統計手法についての講義を行ったあと、実際に自らの計算により統計的処理

を行うことで、理解を深める。 

授業内容 

時間 

回 
指導内容 指導方法 

 1 統計学の基礎 度数分布表 ヒストグラム 講義と演習 

 2 偏差、偏差平方和 分散 標準偏差 講義と演習 

 3 記述統計と推測統計 講義と演習 

 4 尺度 計数値 計量値 講義と演習 

 5 ヒストグラムと正規分布 講義と演習 

 6 対応のない t検定 講義と演習 

 7 対応のある t検定 講義と演習 

 8 危険率 有意水準 p値とグラフの解釈 講義と演習 

  9 χ二乗検定 講義と演習 

10 相関分析 講義と演習 

11 回帰分析 講義と演習 

12 マンホイットニー検定 講義と演習 

13 ウィルコクソン検定 分散分析の基礎 講義と演習 

14 総まとめ 講義と演習 

15 期末テスト・解説 試験 

使用図書 

（テキスト） 
特に無し 

評価方法 筆記試験で評価する。 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

医学英語 

2単位 30時間（15回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標：理学療法士を目指す上で、国際学会などへの参加の機会があるため、基礎的 

な英語力を身に付けておく必要があると思われる。また、医学の世界でよく 

用いられる医学用語を身に付け、コ・メディカルとの共通言語を習得するこ 

とを目的とする。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 授業の進め方 講義、スライド 

 2 自己紹介、日常会話 〃 

 3 日常的な英会話 〃 

 4    〃    〃 

 5 試験 試験 

 6 基礎的な医学関連英語 講義、スライド 

 7      〃    〃 

 8      〃 〃 

  9      〃 〃 

10      〃    〃 

11      〃    〃 

12      〃    〃 

13      〃    〃 

14      〃    〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

プリントを使用。 

グレッチン・ブルーム 著：園田健二 編注改訂『The language of medicine in 

English(英語で学ぶ医学入門)』南江堂． 

参考図書  

 

評価方法 筆記試験とヒアリングテストで判断する。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

スポーツ科学（実習）    

1単位 45時間（23回） 

時期 １学年 

担当者  

授業目標 目標：健康保持、増進のために身体活動を科学的、計画的に利用することの重要性

を理解させ学習させる。また、実施するスポーツ種目に関するルール等の知

識の学習や、スポーツと健康との関係を実習から理解させ生涯スポーツ実践

のための知識や技術を学習させる。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 １． 挨拶と出欠確認 

２． ウォーミングアップ 

３． 各競技の事前説明（学習） 

４． ゲーム 

５． クールダウン 

 

・ 授業構成（ １ ～ ５ ）を23回 

各スポーツ競技（サッカー、バスケットボール、バ

トミントン、バレーボール、卓球等）を学習する。 

 

使用図書 

（テキスト） 

必要に応じてプリントを使用する。 

 

参考図書  

 

評価方法 技能、知識、出席状況などにより総合的に評価する。 

既往症があるため運動を行うことによって、身体に支障が起こる危険性がある場合

には事前に届け出ること。 

着替え、上履きを用意し、時間までに授業に参加すること。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

解剖生理学Ⅰ 

2単位 60時間（30回） 

時期 1学年（前期） 

担当者 本田 和正 

授業目標 目標： 病気とは身体の正常な構造や機能が損なわれた状態であり、その原因や治療法を理解する

為には正常な身体の構造と機能を知る必要がある。本授業の目標は、健康な身体の構造と

機能を理解することによって、疾病の発症機構や治療方法を学ぶ為の基礎知識を習得する

ことである。本授業で扱う主な内容は細胞、組織、骨、筋肉、体液と血液、免疫系および

循環系の解剖と生理である。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1,2 オリエンテーション、第1章 概論 第2章 細胞(1) 講義と小テスト 

3,4 第2章 細胞(2)、第3章 遺伝子とゲノム、まとめⅠ 講義と小テスト、小試験 

5,6 第4章 組織(1)、第4章 組織(2) 講義と小テスト 

7,8 まとめⅡ、第5章 骨(1) 小試験、講義と小テスト 

9,10 第5章 骨(2)、まとめⅢ 講義と小テスト、小試験 

11,12 第6章 骨格筋(1)、(2) 講義と小テスト 

13,14 まとめⅣ、第7章 体液と血液(1) 小試験、講義と小テスト 

15,16 第7章 体液と血液(2)、(3) 講義と小テスト 

17,18 まとめⅤ、第7章 体液と血液(4)、第8章 免疫系(1) 小試験、講義と小テスト 

19,20 第8章 免疫系(2)、まとめⅥ 講義と小テスト、小試験 

21,22 第9章 循環系(1)、(2) 講義と小テスト 

23,24 第9章 循環系(3)、まとめⅦ 講義と小テスト、小試験 

25,26 第9章 循環系(4)、(5) 講義と小テスト 

27,28 第9章 循環系(6)、まとめⅧ 講義と小テスト、小試験 

29,30 総まとめ、試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

『シンプル解剖生理学』南江堂． 

参考図書 『シンプル生理学』南江堂． 

 

評価方法 小テストを30％、筆記試験を70％として、100点満点で評価する。 

講義プリントは前もって配布するので十分に予習をして授業に臨むこと。プリントの各章の冒頭

に示す学習目標を達成できるように、各自ノートをまとめること。 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名 

単位数（時間） 

解剖生理学Ⅱ 

1単位 30時間（15回） 

時期 １学年 

担当者  

授業目標 

・生体が営む複雑で巧妙な機能がどのようなメカニズムで表現するかを考える。 

・正常な生体機能を維持するための、循環機能、呼吸機能、代謝機能と、これらの

調節に関する基本的知識を修得する。 

方法 ・配布資料の課題を自ら調べて完成させる。その後、詳細を講義する。 

授業内容 

時間 

回 
指導内容 指導方法 

 1 循環器系の構造と働き① 講義 

 2 循環器系の構造と働き② 講義 

 3 循環器系の構造と働き③ 講義 

 4 循環器系の構造と働き④ 講義 

 5 循環器系の構造と働き⑤ 講義 

 6 呼吸器系の構造と働き① 講義 

 7 呼吸器系の構造と働き② 講義 

 8 呼吸器系の構造と働き③ 講義 

  9 呼吸器系の構造と働き④ 講義 

10 代謝と栄養について① 講義 

11 代謝と栄養について② 講義 

12 代謝と栄養について③ 講義 

13 代謝と栄養について④ 講義 

14 総まとめ 講義 

15 試験と解説 試験 

使用図書 

（テキスト） 

・病気がみえる 2 循環器疾患 MEDIC MEDIA 

・病気がみえる 4 呼吸器 MEDIC MEDIA 

評価方法 筆記試験で評価する。 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

解剖生理学Ⅲ 

1単位 30時間（15回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標： 解剖生理学はわれわれの身体がどのような構造でできているかを明らかにし、その身体を

かたちづくる要素、すなわち、臓器（器官）、組織、細胞がどのような働き（機能）をし

ているかを明らかにする学問である。解剖生理学Ⅲでは、消化器、内分泌器官、生殖器、

感覚器、体温調節系、体液調節系の構造と機能を学習するが理学療法学の専門領域を理解

するために必要な基礎的知識を身につけること、ならびに、将来、リハビリテーションの

専門家として実践的に活用できる解剖生理学の知識を身に付けることを目標とする。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 オリエンテーション 講義とグループ討議 

 2 消化器の解剖生理① 講義とグループ討議 

 3 消化器の解剖生理② 講義とグループ討議 

 4 消化器の解剖生理③ 講義とグループ討議 

 5 消化器の解剖生理④ 講義とグループ討議 

 6 ホルモンの解剖生理① 講義とグループ討議 

 7 ホルモンの解剖生理② 講義とグループ討議 

 8 ホルモンの解剖生理③ 講義とグループ討議 

  9 生殖の解剖生理 講義とグループ討議 

10 感覚の解剖生理① 講義とグループ討議 

11 感覚の解剖生理② 講義とグループ討議 

12 感覚の解剖生理③ 講義とグループ討議 

13 体温調節の解剖生理 講義とグループ討議 

14 体温調節の解剖生理 講義とグループ討議 

15 期末試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

根来英雄・貴邑冨久子 著『シンプル解剖生理学』南江堂． 

参考図書 根来英雄・貴邑冨久子 著『シンプル生理学』南江堂． 

佐藤優子 他著『生理学』医歯薬出版． 

トートラ 他著『トートラ人体解剖生理学』丸善． 

杉晴夫 他著『人体機能生理学』南江堂． 

藤田恒夫 著『入門人体解剖学』南江堂． 

評価方法 筆記試験、授業態度、レポート 

受講の際生じた疑問は積極的に質問すること。 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

解剖学基礎 

2単位 60時間（30回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 骨・関節・靭帯・筋の模型標本を用いて観察を行い、スケッチを中心に学習事項を 

まとめる。後半では神経系との関連についても学び、筋に関しては運動学との知識 

ともつなげていく。また解剖実習のDVDも使用する。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1~2 解剖学総論 講義、DVD視聴、演習 

3~4 骨学総論   〃 

5~6 関節と靱帯   〃 

7~8 骨学各論(肩甲帯~上肢)   〃 

9~10 骨学各論(骨盤帯~下肢)   〃 

11~12 骨学各論(脊柱)   〃 

13~14 骨学各論(頭部)   〃 

15~16 筋(総論)   〃 

17~18 筋(上肢)   〃 

19~20 筋(下肢)   〃 

21~22 筋(体幹)   〃 

23~24 筋の神経支配   〃 

25~26 筋の作用と運動学   〃 

27~28 筋の作用と運動学   〃 

29~30 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

野村嵯 他『標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学』医学書院． 

DVD（Atlas  of  Human  Anatomy：全10巻） 

 

参考図書  

 

評価方法 レポートと筆記試験で判断する。 

 



授 業 概 要 

授業科目名  

単位数（時間） 

運動学   

2単位 60時間（30回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標：本講義は、運動学の位置付けができ、筋・骨・関節の名称および形態をしる。 

   また、主に、上肢に関する関節の名称・構造の特徴を理解し、それぞれの関節

の運動力学・筋骨格系との関連を知る。 

授業内容 回数 指導内容 指導方法 

１ 運動学とは 講義・資料 

２ 姿勢の名称と関節運動方向の名称 講義・資料 

３ 関節の基本的構造 講義・資料 

４ 可動関節の形態分類 講義・資料 

５ 骨格筋の構造と機能 講義・資料 

６ 骨格筋の構造と機能 講義・資料 

７ 小テスト１ 試験・解説 

８ 肩関節の機能解剖と運動学① 講義・資料 

９ 肩関節の機能解剖と運動学② 講義・資料 

１０ 肩関節運動に関与する筋① 実技・資料 

１１ 肩関節運動に関与する筋② 実技・資料 

１２ 肩関節にみられる疾患① 講義・資料 

１３ 肩関節にみられる疾患② 講義・資料 

１４ 小テスト２ 試験・解説 

１５ 肘関節・前腕の機能解剖と運動学① 講義・資料 

１６ 肘関節・前腕の機能解剖と運動学② 講義・資料 

１７ 肘関節・前腕の運動に関与する筋① 実技・資料 

１８ 肘関節・前腕の運動に関与する筋② 実技・資料 

１９ 肘関節・前腕にみられる疾患① 講義・資料 

２０ 肘関節・前腕にみられる疾患② 講義・資料 

２１ 小テスト３ 試験・解説 

２２ 手関節の機能解剖と運動学① 講義・資料 

２３ 手関節の機能解剖と運動学② 講義・資料 

２４ 手部の機能解剖と運動学① 講義・資料 

２５ 手部の機能解剖と運動学② 講義・資料 

２６ 手関節・手部の運動に関与する筋① 実技・資料 

２７ 手関節・手部の運動に関与する筋② 実技・資料 

２８ 手関節・手部にみられる変形① 講義・資料 

２９ 手関節・手部にみられる変形② 講義・資料 

３０ 小テスト４ 試験・解説 

使用図書 

（テキスト） 

嶋田智明、平田総一郎 監訳 『筋骨格系のキネシオロジー』医歯薬出版． 

青木隆明 監修『運動療法のための機能解剖学的触診技術』メディカルビュー 

参考図書 中村隆一 他『基礎運動学』医歯薬出版 

評価方法 単元ごとのテストで評価 



授 業 概 要 

授業科目名  

単位数（時間） 

運動学実習   

2単位 60時間（30回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標：本講義は、主に、股関節、膝関節、足関節、脊柱に関係する関節の名称・機

能を理解し、それぞれの関節の運動力学・筋骨格系との関連を知る。 

授業内容 時間 

回 
指導内容 指導方法 

 1 股関節の機能解剖と運動学① 講義・資料 

 2 股関節の機能解剖と運動学② 講義・資料 

 3 股関節周囲筋の触診① 実技・資料 

 4 股関節周囲筋の触診② 実技・資料 

 5 股関節に関する整形外科的検査 実技・資料 

 6 股関節に関する疾患 講義・資料 

 7 股関節に関する疾患 講義・資料 

 8 テスト１ 試験・解説 

  9 膝関節の機能解剖と運動学① 講義・資料 

10 膝関節の機能解剖と運動学② 講義・資料 

11 膝関節周囲筋の触診① 実技・資料 

12 膝関節周囲筋の触診② 実技・資料 

13 膝関節に関する整形外科的検査 実技・資料 

14 膝関節に関する疾患 講義・資料 

15 膝関節に関する疾患 講義・資料 

16 小テスト２ 試験・解説 

17 足関節・足部の機能解剖と運動学① 講義・資料 

18 足関節・足部の機能解剖と運動学② 講義・資料 

19 足関節および足部の筋の特徴と触診① 実技・資料 

20 足関節および足部の筋の特徴と触診① 実技・資料 

21 足部にみられる変形 講義・資料 

22 小テスト３ 試験・解説 

23 脊柱の基本構造 講義・資料 

24 頭頸部の機能解剖と運動学 講義・資料 

25 胸腰部の機能解剖と運動学 講義・資料 

26 仙腸関節の機能解剖と運動学 講義・資料 

27 頭頸部・体幹の筋の特徴と触診 実技・資料 

28 頭頸部・体幹の筋の特徴と触診 実技・資料 

29 脊柱部にみられる疾患 講義・資料 

30 小テスト４ 試験・解説 

使用図書 

（テキスト） 

嶋田智明、平田総一郎 監訳『筋骨格系のキネシオロジー』医歯薬出版． 

青木隆明 監修『運動療法のための機能解剖学的触診技術』メディカルビュー 

参考図書 中村隆一 著『臨床運動学』医歯薬出版． 

評価方法 単元ごとのテストで評価 



授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

人間発達学 

2単位 30時間（15回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標：誕生から死に至るまでの人間の生涯を、主に心理学の立場から理解し考察す

る。また、青年期、成人期、高齢期についても、各時期に特有のライフイベ

ントに焦点をあてながら考察する機会を設ける。  

 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 人間の発達とは・発達研究について 講義 

 2 発達についての理論①身体・生理的側面・

発達理論の源流 

講義 

 3 発達についての理論②環境の影響 講義 

 4 乳幼児期から児童期①：知覚・認知・思考

の発達 

講義 

 5 乳幼児期から児童期②：言語の発達 講義 

 6 乳幼児期から児童期③：情動と社会性の 

発達 

講義 

 7 青年期について①：パーソナリティの発達 講義 

 8 青年期について②：対人関係の拡がり 講義 

  9 青年期について③：青年期の不安と悩み 講義 

10 愛着の形成と成人期の愛着 講義と演習 

11 成人期について①：ライフイベントと危機 講義 

12 成人期について②：結婚と家族の発達 講義 

13 高齢期について①老年期の特徴と心理的変

化 

講義 

14 高齢期について②いきがいとその支援 講義 

15 試験  

使用図書 

（テキスト） 

武藤隆・岡本祐子・大坪治彦 著『よくわかる発達心理学』ミネルヴァ書房. 

参考図書 宮原英種・宮原和子  著『発達心理学を愉しむ』ナカニシヤ出版. 

平山諭・鈴木隆男  編著『発達心理学の基礎１ 発達心理学の基礎Ⅰ』ミネルヴァ

書房.   

評価方法 出席 14％・授業内の演習についてのレポート 26％・期末試験 60％を配当として、

評価を行う。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

病理学  

2単位 30時間（15回） 

時期 1学年 

担当者 伊藤 浩史 

授業目標 目標：病理学は臨床への導入部としての重要な位置を占めており、器官、組織および細胞の構造

変化（病理変化）を通じて疾患を解析し、それらの病理変化の意義について学習する。疾

病における組織・細胞・分子レベルでの原因・病態、そのメカニズムを理解し、臨床レベ

ルでの病態把握へのステップとする。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 組織・細胞の傷害（変性、壊死、アポトーシス）、

組織・細胞の修復と再生 

講義、スライド 

 2 循環障害（虚血、血栓症、梗塞、ショックなど）    〃 

 3 炎症、免疫異常、感染症    〃 

 4 腫瘍概論    〃 

 5 先天異常、遺伝性疾患    〃 

 6 循環器系疾患    〃 

 7 呼吸器系疾患    〃 

 8 消化器系疾患Ⅰ（消化管）    〃 

  9 消化器系疾患Ⅱ（肝臓、胆道系、膵臓）    〃 

10 泌尿器系（腎臓、膀胱）、生殖器系疾患、乳腺疾患    〃 

11 造血器系疾患（貧血、白血病、リンパ腫）    〃 

12 内分泌系（脳下垂体、甲状腺、副腎、その他）    〃 

13 脳神経系疾患（循環障害、腫瘍、炎症、変性）    〃 

14 運動器系（筋肉、骨、関節）、その他    〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

渡辺照男 編集『カラーで学べる病理学』廣川書店． 

参考図書 渡辺照男 編集『カラーで学べる病理学整理ノート』廣川書店． 

 

評価方法 定期試験、レポート、出席状態、授業態度等を総合して評価する。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

臨床心理学 

2単位 30時間（15回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標：臨床心理学の基礎を学ぶことによって、人間への理解を深め、よりよい援助

ができるようになることを目指す。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 臨床心理とは 講義、スライド 

 2 臨床心理学アセスメント（1）方法 〃 

 3 臨床心理学アセスメント（2）方法 〃 

 4 臨床心理学アセスメント（3）発達臨床心理

学 

   〃 

 5 臨床心理学の理論的背景（1）    〃 

 6 臨床心理学の理論的背景（2）    〃 

 7 自我の防衛機制について    〃 

 8 心理学的援助の方法    〃 

  9 心理学的援助の方法：集団    〃 

10 障害の受容：心理的なプロセス    〃 

11 心に傷を受けた人の心のケア 〃 

12 高齢者の心理臨床    〃 

13 危機介入とコンサルテーション    〃 

14 まとめ：現代の課題    〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

町沢静夫 執筆『標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 臨床心理学』 

医学書院． 

 

参考図書 名嘉幸一 編集『コメディカルのための専門基礎分野テキスト 臨床心理学』 

中外医学社． 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

整形外科学 

2単位 30時間（15回） 

時期 2学年 

担当者 藤澤 幸三・吉村 光生・ 

授業目標 主な整形疾患の病態と治療、そのリハビリテーションについての基本的知識が理解 

できる  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1 肩・肘関節疾患 講義 

2 手関節・手指の疾患 講義 

3 股関節疾患 講義 

4 股関節疾患 講義 

5 膝関節疾患 講義 

6 膝関節疾患 講義 

7 足関節・足趾の疾患 講義 

8 脊柱の疾患 講義 

9 脊柱の疾患 講義 

10 手術療法1 講義 

11 手術療法2 講義 

12 保存療法 講義 

13 整形外科検査法 講義 

14 リハビリテーション 講義 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

鳥巣岳彦 他『標準整形外科学 第9版』医学書院． 

東博彦 他『整形外科サブノート』南江堂． 

参考図書 加倉井周一・渡辺英夫 著『運動器疾患とリハビリテーション－PT・OT のための

整形外科学』医歯薬出版． 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

内科学Ⅰ（一般内科） 

1単位 30時間（15回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標：総論としては内科学診断のためのアプローチや治療法について述べる。各論

では、循環器・呼吸器・消化管・血液・内分泌疾患などについて学ぶ。また、

一般病院・専門病院における理学療法士としての必要な内科学の基本的な知

識を習得することを目標とする。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 内科学とは 講義、スライド 

 2 診断と治療の実際 〃 

 3    〃 〃 

 4 症候学 〃 

 5  〃 〃 

 6 循環器疾患 〃 

 7   〃 〃 

 8 呼吸器疾患    〃 

  9   〃 〃 

10 消化管疾患 〃 

11   〃 〃 

12 肝胆膵疾患    〃 

13   〃 〃 

14 血液・造血器疾患 〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

大成浄志 執筆『標準理学療法学・作業療法学 専門分野 内科学』医学書院． 

 

参考図書 大内尉義 編集『標準理学療法学・作業療法学 専門分野 老年学』医学書院． 

 

評価方法 筆記試験として100％評価。講義主体となるが、積極的な姿勢で受講することを望む。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

内科学Ⅱ（一般内科） 

1単位 30時間（15回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標：総論としては内科学診断のためのアプローチや治療法について述べる。各論

では、循環器・呼吸器・消化管・血液・内分泌疾患などについて学ぶ。また、

一般病院・専門病院における理学療法士としての必要な内科学の基本的な知

識を習得することを目標とする。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 代謝性疾患 講義、スライド 

 2   〃 〃 

 3 内分泌疾患 〃 

 4   〃 〃 

 5 腎・泌尿器疾患 〃 

 6    〃 〃 

 7 膠原病・アレルギー疾患、免疫不全 〃 

 8        〃    〃 

  9 感染症疾患（寄生虫感染症を含む） 〃 

10       〃 〃 

11 中毒および環境要因による疾患 〃 

12       〃    〃 

13 皮膚疾患 〃 

14  〃 〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

大成浄志 執筆『標準理学療法学・作業療法学 専門分野 内科学』医学書院． 

 

参考図書 大内尉義 編集『標準理学療法学・作業療法学 専門分野 老年学』医学書院． 

 

評価方法 筆記試験として100％評価。講義主体となるが、積極的な姿勢で受講することを望む。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

神経内科学 

1単位 15時間（8回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 主な中枢神経疾患、末梢神経疾患の病態と症状などについて学ぶ 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 脳血管障害 講義 

 2 神経難病(PD、SCD) 講義 

 3 神経難病(MS、GBS、ALS) 講義 

 4 末梢神経障害 講義 

 5 筋ジストロフィー 講義 

 6 神経症候について 講義 

 7 神経学的検査について 講義 

 8 まとめのテスト 試験 

使用図書 

（テキスト） 

川平和美 他著『標準理学療法学・作業療法学 神経内科学』医学書院． 

 

参考図書 田崎義昭・齋藤佳雄『ベッドサイドの神経の診かた』南山堂 

 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

精神医学Ⅰ(総論) 

2単位 30時間（15回） 

時期 2学年 

担当者 鈴木 馨・鵜戸 逸友・鶴身 孝介 

授業目標 目標：精神医学における主要疾患の症状、診断、治療について述べ、精神療法の概

要についても理解を深め、将来の臨床経験に役立てる。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 精神医学について 講義、スライド 

 2 精神医学における症状 〃 

 3 躁うつ病とうつ病 〃 

 4 統合失調症 〃 

 5 神経症と心身症 〃 

 6 ストレスと自殺について 〃 

 7 児童期精神医学 〃 

 8 思春期精神医学 〃 

  9 青春期精神医学 〃 

10 中年期精神医学 〃 

11 老年期精神医学 〃 

12 薬物依存、人格障害 〃 

13 精神科治療学 〃 

14 総括 〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

上野武治 編集『標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 精神医学』医学書

院． 

参考図書  

 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

小児科学 

1単位 15時間（8回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標：子どもの成長に対する概論と、理学療法士・作業療法士が関わることの多い

疾患について理解する 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 子どもの成長と発育、ライフサイクルにお

ける小児期の発達課題 

講義、スライド 

 2 正常発達について 〃 

 3 正常発達について 〃 

 4 正常発達について 〃 

 5 脳性麻痺について 〃 

 6 脳性麻痺について 〃 

 7 発達障害について 〃 

 8 テスト テスト 

使用図書 

（テキスト） 

奈良勲・鎌倉矩子・富田豊編『標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 小児

科学』医歯薬出版． 

 

参考図書 特に指定なし 

 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

リハビリテーション概論    

1単位 30時間（15回） 

時期 １学年 

担当者  

授業目標 目標：本講義では、リハビリテーションの概念・理論を学習した上で、社会におけ

る必要性・具体的な対象や方法についての知識を理解する。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 リハビリテーションの理論と歴史 講義、スライド 

 2 (1) 定義と目標 講義，スライド 

 3 (2) 組織と構成 講義、スライド 

 4 (3) 対象と範囲 講義、スライド 

 5 (4) 歴史的展開 講義，スライド 

 6 リハビリテーション関連専門職の現状と課題 講義、スライド 

 7 〃 講義、スライド 

 8 医学的リハビリテーション 講義，スライド 

  9 〃 講義、スライド 

10 保健・福祉分野におけるリハビリテーション 講義、スライド 

11 〃 講義，スライド 

12 社会的・教育的・職業的リハビリテーション 講義、スライド 

13 〃 講義，スライド 

14 リハビリテーションの展開 講義、スライド 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

中村隆一編『入門リハビリテーション概論』医歯薬出版． 

参考図書 上田敏『リハビリテーション概論』三輪書店． 

上田敏『リハビリテーションの思想』医学書院． 

日本リハビリテーション医学会編『リハビリテーション白書』医歯薬出版． 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

公衆衛生学 

1単位 30時間（15回） 

時期 4学年 

担当者  

授業目標 目標：健康と福祉の理念に基づく公衆衛生の実践が世界の人類の平和と安全に貢献

することを理解し、医療従事者としての自覚と研鑽に役立つ学習を目指す。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 公衆衛生の意義 講義、スライド 

 2 地域保健と医療制度 〃 

 3 国際保健 〃 

 4 疫学概論    〃 

 5 疫学指標    〃 

 6 保健統計資料の活用    〃 

 7 生活習慣病の疫学    〃 

 8 母子保健 〃 

  9 学校保健 〃 

10 精神保健福祉    〃 

11 感染症対策    〃 

12 健康づくり    〃 

13 産業保健    〃 

14 環境衛生と公害    〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

柳川洋・萱場一則 編著『公衆衛生学 コメディカルのための専門基礎分野テキス

ト』中外医学社． 

 

参考図書 鈴木庄亮・久道茂 編『シンプル公衆衛生学』南江堂． 

 

評価方法 レポートと筆記試験で判断する。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

社会保障論    

1単位 15時間（8回） 

時期 4学年 

担当者  

授業目標 目標：本講義では、社会福祉全般についての理解を深めることを旨とし、社会福祉

の歴史、理念、また社会福祉制度や社会保障、さらには社会福祉援助技術、

その方法論など幅広い知識の習得に努める。また、現代社会が抱える様々な

福祉ニーズを整理し、医療事故やホスピスなど福祉と医療に関連する課題に

ついても考察する。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 社会福祉の理念と意義 講義 

 2 現代社会福祉の展開 講義 

 3 社会福祉の歴史（日本・欧米） 講義 

 4 社会保障制度 講義、GW演習 

 5 公的扶助 講義 

 6 児童福祉 講義、GW演習 

 7 障害者福祉 講義、GW演習 

 8 まとめのテスト 試験 

使用図書 

（テキスト） 

成清美治・加納光子 編『社会福祉』学文社． 

参考図書 西尾祐吾『はじめて出会う社会福祉』相川書房． 

福祉士養成講座編集委員会 編『社会福祉原論』中央法規． 

大利一雄『グループワーク理論とその導き方』勁草書房． 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

理学療法概論    

1単位 30時間（15回） 

時期 １学年 

担当者  

授業目標 目標：本講義は、理学療法及び関連分野の全体像を把握することにより、在学中の

学習目標、学習方法を明確にすることを目標とする。 理学療法士を取り巻く

法律制度、医療制度、社会的役割、組織、管理、教育制度、理学療法が対象

とする疾患、治療法の概要、歴史、哲学、倫理などについて概観し、次学年

からの専門科目学習のための基礎知識とする。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 授業の進め方、学習法 講義、スライド 

 2 理学療法士の法律制度と医療における位置づけ(1) 講義，スライド 

 3 理学療法士の法律制度と医療における位置づけ(2) 講義、スライド 

 4 理学療法の社会的役割(1) 講義、スライド 

 5 理学療法の社会的役割(2) 講義，スライド 

 6 理学療法士の組織と活動 講義、スライド 

 7 病院組織の管理運営と理学療法士 講義、スライド 

 8 理学療法部門の職場管理と理学療法士の職業倫理 講義，スライド 

  9 理学療法に関する教育制度 講義、スライド 

10 理学療法の対象疾患と治療手段 講義、スライド 

11 理学療法の対象疾患と治療手段 講義，スライド 

12 理学療法の対象疾患と治療手段 講義、スライド 

13 理学療法の歴史、哲学、倫理(1) 講義，スライド 

14 理学療法の歴史、哲学、倫理(2) 講義、スライド 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

奈良編『理学療法概論』医歯薬出版． 

松村編『理学療法』医歯薬出版． 

参考図書  

 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名 

単位数（時間） 

研究方法論Ⅰ（抄読） 

1単位 30時間（15回） 

時期 2学年 

担当者  

授業到達目標 

①自己の研究疑問に関する先行研究を収集することができる。 

②先行研究を批判的に解釈することができる。 

③研究の方法や種類について理解できる。 

④後期の研究方法論（方法）に向けて、研究疑問を研究命題（課題）に変換するこ

とができ，研究（実験）計画を立案することができる． 

方法 ・講義および論文検索の実習、グループワークによる研究論文の要約課題と発表 

授業内容 

時間 指導内容 指導方法 

1 
オリエンテーション 

論文の構成と内容について 

講義 

2 
論文の内容の読解 

感度・特異度・陽性的中率について 

講義 

3 PECOについて 講義 

4 研究デザイン① 講義 

5 研究デザイン② 講義 

6 研究論文のまとめとアブストラクト 講義 

7 研究論文と研究デザイン 講義 

8 論文の要約と発表① 講義 

9 論文の要約と発表② 講義 

10 研究論文まとめ課題 講義 

11 グループワーク発表準備① 講義・グループワーク 

12 グループワーク発表準備② 講義・グループワーク 

13 グループワーク発表① グループワーク発表 

14 グループワーク発表② グループワーク発表 

15 総まとめ 講義 

使用図書 

（テキスト） 
特に無し 

評価方法 
課題の発表内容および課題への取り組み姿勢、授業参加への積極性、毎週の課題の

提出状況を踏まえて評価する。 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

研究方法論Ⅱ（方法） 

1単位 30時間（15回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標： 研究の意義を理解し、研究についての手順、内容が理解できるようにする。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 研究の意義・目的を学ぶ。 グループワーク 

 2      〃 〃 

 3 様々な研究スタイルについて学ぶ。         〃 

 4       〃    〃 

 5 研究実施手順について学ぶ。            〃 

 6      〃    〃 

 7 研究論文の構成について学ぶ。             〃 

 8       〃 〃 

  9 研究論文の読み方について学ぶ。         〃 

10       〃    〃 

11 研究論文作成のための基礎知識について学

ぶ。 

   〃 

12         〃    〃 

13 研究報告の仕方について学ぶ。             〃 

14       〃    〃 

15 まとめ    〃 

使用図書 

（テキスト） 

内山靖 編集『標準理学療法学 専門分野 理学療法研究法』医学書院． 

参考図書 特に無し 

 

評価方法 レポート・発表内容・態度などにより判断。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

臨床運動学 

1単位 30時間（15回） 

時期 3学年 

担当者  

授業目標 目標： 臨床における運動障害を、機能解剖学および運動生理学的知識に基づいて理

解する。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 臨床運動学概論 講義、スライド 

 2 身体運動の分析 講義、スライド 

 3 関節運動 講義、スライド 

 4   〃 講義、スライド 

 5 筋活動と筋張力 講義、スライド 

 6    〃 講義、スライド 

 7 反射と反応 講義、スライド 

 8 不随意運動 講義、スライド 

  9  講義、スライド 

10 随意運動 講義、スライド 

11 姿勢 講義、スライド 

12 〃 講義、スライド 

13 歩行 講義、スライド 

14 〃 講義、スライド 

15 試験 試験    

使用図書 

（テキスト） 

中村隆一 編著『臨床運動学』医歯薬出版． 

参考図書  

 

評価方法 筆記試験、出席状況 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

言語聴覚療法概論    

2単位 30時間（15回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標：失語症や嚥下障害の理解を深め、さらに認知症をはじめとしたさまざまな高

次脳機能障害に対する基本的知識を学ぶ。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 言語聴覚療法とは 講義、演習 

 2 言語聴覚療法の種類と原因 講義、演習 

 3 失語症の臨床症状とリハビリテーション 講義、演習 

 4 失語症の臨床症状とリハビリテーション         講義、演習 

 5 失語症の臨床症状とリハビリテーション 講義、演習 

 6 嚥下障害について     講義、演習 

 7 嚥下障害について 講義、演習 

 8 認知症について 講義、演習 

  9 認知症について 講義、演習 

10 高次脳機能障害概論 講義、演習 

11 画像診断 講義、演習 

12 半側空間無視について 講義、演習 

13 失行症状について 講義、演習 

14 まとめ 講義、演習 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

宮本健作 編著『聴覚・言語・嚥下の基礎と障害』ブレーン出版． 

 

参考図書 『失語症治療へのアプローチ』中外医学社． 

 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

評価測定法Ⅰ（総論） 

1単位 30時間（15回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標： 理学療法評価の目的・意義・機能について理解する。面接・問診・情報収集

について実践できる知識と技術を習得する。形態測定・可動域測定について

知識と技術を習得する。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 理学療法評価とは 講義、スライド 

 2 調査・面接・問診 〃 

 3 医学的・社会的情報収集 〃 

 4 形態測定、血圧測定について    〃 

 5 形態測定、血圧測定（実技） 実技 

 6    〃 〃 

 7 可動域測定について 講義、スライド 

 8 可動域測定（実技） 実技 

  9     〃 〃 

10     〃 〃 

11     〃 〃 

12 〃 〃 

13     〃 〃 

14 〃 〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

Cynthia C. Norkin, D. Joyce White 著・木村哲彦 監訳『関節可動域測定法』協

同医書出版社． 

内山靖 編集『標準理学療法学 専門分野 理学療法評価学』医学書院． 

参考図書 野島元雄 監訳『図解 四肢と脊柱の診かた』医歯薬出版． 

和才嘉昭・嶋田智明 著『測定と評価』医歯薬出版． 

評価方法 筆記・実技試験や出席状況によって判断。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

評価測定法Ⅱ（基礎） 

2単位 60時間（30回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標： 理学療法評価の基本項目である各種の検査・測定について理解し実践できる

知識と技術の習得を目指す。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1~2 徒手筋力検査の原理 講義 

3~4     〃 〃 

5~6 徒手筋力検査法（上肢） 実技 

7~8      〃    〃 

9~10      〃 〃 

11~12 徒手筋力検査法（下肢）     〃 

13~14     〃 〃 

15~16     〃 〃 

17~18 徒手筋力検査法（肩甲帯） 〃 

19~20      〃 〃 

21~22 徒手筋力検査法（体幹） 〃 

23~24 〃 〃 

25~26 徒手筋力検査法（頭頸部） 〃 

27~28 実技試験 試験 

29~30 筆記試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

Helen J.Hislop,Jacqueline Montgomery著・津山直一 訳『新・徒手筋力検査法』

協同医書出版社． 

 

参考図書 内山靖 編集『標準理学療法学 専門分野 理学療法評価学』医学書院． 

和才嘉昭・嶋田智明 著『測定と評価』医歯薬出版． 

 

評価方法 筆記・実技試験、出席状況 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

評価測定法Ⅲ（応用） 

2単位 60時間（30回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標： 各種の検査・測定および評価課程について理解し、実践できる知識と技術の

習得を目指す。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1~2 知覚検査 講義、実技 

3~4   〃 講義、実技    

5~6 反射検査 講義、実技 

7~8   〃 講義、実技    

9~10 整形外科疾患検査 講義、実技 

11~12  〃 講義、実技    

13~14 痛みの評価 講義、実技 

15~16   〃 講義、実技    

17~18 姿勢反射検査 講義、実技 

19~20 筋トーヌス検査 講義、実技    

21~22    〃    講義、実技 

23~24 協調性検査 講義、実技    

25~26 〃   講義、実技 

27~28 実技試験 試験 

29~30 筆記試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

内山靖 編集『標準理学療法学 専門分野 理学療法評価学』医学書院． 

 

参考図書 高橋正明 編集『標準理学療法学 専門分野 臨床動作分析』医学書院． 

 

評価方法 筆記・実技試験、出席状況 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

運動療法Ⅰ（基礎） 

2単位 60時間（30回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標： 運動療法に必要な知識と技術を習得し、臨床で実施する基本的な運動療法手

技について学習する。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1~2 運動療法の概念 講義、スライド 

3~4 運動療法の基礎（関節の構造と運動）    〃 

5~6     〃   （筋収縮のメカニズム）    〃 

7~8     〃      （随意運動のメカニズム） 〃 

9~10   〃      （運動制御と運動学習） 〃 

11~12    〃   （運動と呼吸） 〃 

13~14     〃      （運動と循環） 〃 

15~16    〃   （運動と代謝） 〃 

17~18 組織の病態生理と修復（運動器系） 〃 

19~20        〃 〃 

21~22 組織の病態生理と修復（神経系） 〃 

23~24        〃    〃 

25~26 運動の種類    〃 

27~28 まとめ    〃 

29~30 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

吉尾雅春 編集『標準理学療法学 専門分野 運動療法学総論』医学書院． 

 

参考図書  

 

評価方法 筆記試験、出席状況 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

運動療法Ⅱ（応用） 

2単位 60時間（30回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標：本授業では、運動療法Ⅰ（基礎）の内容を再確認すると共に、疾患別、障害 

別の運動療法の基本的理解を深めていくことを目的とする。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1~2 骨関節疾患の運動療法（骨折・脱臼の運動

療法） 

講義、スライド 

3~4    〃  （靭帯・半月板損傷の運動療法）    〃 

5~6 〃   （腱断裂の運動療法）    〃 

7~8     〃     ( 関節リウマチの運動療法) 〃 

9~10  〃  （変形性関節症の運動療法） 〃 

11~12    〃  （人工関節の運動療法） 〃 

13~14    〃    （側弯症の運動療法） 〃 

15~16 脳障害の運動療法（脳血管障害の運動療法

（1）－早期－  

〃 

17~18    〃    （脳血管障害の運動療法

（2）－回復期－ 

〃 

19~20    〃  （パーキンソン病の運動療法） 〃 

21~22    〃  （小脳性運動失調の運動療法） 〃 

23~24    〃  （脳外傷の運動療法）    〃 

25~26    〃  （脳性麻痺の運動療法）    〃 

27~28 脊髄損傷の運動療法    〃 

29~30 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

吉尾雅春 編集『標準理学療法学 専門分野 運動療法学 各論』医学書院． 

 

参考図書  

 

評価方法 筆記試験や出席状況によって判断。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

物理療法Ⅰ 

1単位 30時間（15回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標：適切な物理療法が行えるよう各療法について、機器などの物理的特性、生体

に及ぼす生理学的作用、効果と適応、手技、リスク管理などを中心に教授す

る。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1 物理療法総論（定義・目的・歴史） 講義、スライド 

2 〃     （物理療法のための生理学）     〃 

3    〃     （        〃     ） 〃 

4 温熱療法（ホットパック、パラフィン浴） 〃 

5   〃  （      〃      ） 実習 

6 寒冷療法（一般寒冷療法、極低温療法） 講義、スライド 

7   〃  （コールドパック、アイスパック、 

冷浴、クリッカー） 

実習 

8 光線療法（紫外線、赤外線） 講義、スライド 

  9   〃    （    〃    ）     実習 

10   〃   （レーザー、スーパーライザー） 講義、スライド 

11   〃  （      〃      ）  実習 

12 マッサージ 講義、スライド、実習 

13   〃      〃 

14 リラクゼーション      〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

網本和 編著『標準理学療法学 専門分野 物理療法』医学書院． 

参考図書 細田多穂・柳澤健 編集『理学療法ハンドブック（改訂第3版）』協同医書出版社． 

 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

物理療法Ⅱ 

1単位 30時間（15回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標：適切な物理療法が行えるよう各療法について、定義、目的、効果と適応、手

技、リスク管理などを中心に教授する。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1 水治療法（総論） 講義、スライド 

2 〃   （全身浴、部分浴、交代浴）     〃 

3   〃   （        〃     ） 〃 

4 水中運動療法（プール・運動浴） 〃 

5    〃   （   〃   ） 実習 

6 牽引療法（頚椎牽引、腰椎牽引） 講義、スライド 

7   〃  （    〃    ） 実習 

8 電気療法（低周波療法） 講義、スライド 

  9   〃    （    〃    ）     実習 

10   〃   （レーザー、スーパーライザー） 講義、スライド 

11   〃  （      〃      ）  実習 

12 マッサージ 講義、スライド、実習 

13   〃      〃 

14 リラクゼーション      〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

網本和 編著『標準理学療法学 専門分野 物理療法』医学書院． 

参考図書 細田多穂・柳澤健 編集『理学療法ハンドブック（改訂第3版）』協同医書出版社． 

 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

義肢学 

1単位 30時間（15回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標： 本講義では切断と義肢について基礎理論から適合技術、日常生活の指導に至

るまで教授する。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 切断と義肢の歴史 講義、スライド 

 2 切断術 〃 

 3 大腿義足①ソケット 〃 

 4 大腿義足②膝継手、足継手    〃 

 5 大腿義足③チェックアウト    〃 

 6 大腿義足④チェックアウト    〃 

 7 下腿義足①ソケット    〃 

 8 下腿義足②足継手 〃 

  9 下腿義足③チェックアウト 〃 

10 下腿義足④チェックアウト    〃 

11 股義足①ソケット    〃 

12 股義足②チェックアウト    〃 

13 サイム～足部義足    〃 

14 術直後義肢装着法    〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

澤村誠志 編『義肢学』医歯薬出版． 

 

参考図書 細田多穂 編著『下肢切断の理学療法』医歯薬出版． 

 

評価方法 定期試験の結果による。出席状況や講義中の実技習得状況も考慮する。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

装具学 

1単位 30時間（15回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標：本講義では、適合、装着、操作指導の技術を習得することを目的とする。加

えて臨床での装具選択のポイント、装具の構造と機能について学習する。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 ガイダンス・装具療法総論 講義、スライド 

 2 下肢装具1 〃 

 3 下肢装具2 〃 

 4 下肢装具3    〃 

 5 下肢装具4    〃 

 6 上肢装具1    〃 

 7 上肢装具2    〃 

 8 上肢装具3 〃 

  9 上肢装具4 〃 

10 体幹装具1    〃 

11 体幹装具2    〃 

12 体幹装具3    〃 

13 体幹装具4    〃 

14 まとめ    〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

加倉井周一 編『装具学』医歯薬出版． 

 

参考図書 加倉井周一・初山泰弘・渡辺英夫 編『装具治療マニュアル』医歯薬出版． 

 

評価方法 定期試験の結果による。出席状況や講義中の実技習得状況も考慮する。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

日常生活活動Ⅰ（基礎） 

1単位 30時間（15回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標： 日常生活動作（ＡＤＬ）は、人間の生存するための最も基本的な活動（動作）

である。この概念や内容を理解し、さらに障害を評価分析・解決方法を学び、

障害を持った方の個性ある豊かな生活に向けた援助方法の基礎的な学習を

行う。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 ＡＤＬの概念と範囲 座学 

 2 ＡＤＬ評価について：各評価法の概論、ICF 〃 

 3          ：FIM 〃 

 4 ＡＤＬとＱＯＬ 〃 

 5 問診について 〃 

 6 基本動作について：動作観察と動作分析 座学、実技 

 7 ＡＤＬを支援する機器と複合動作（１） 

：車椅子 

〃 

 8 ＡＤＬを支援する機器と複合動作（２） 

：杖 

〃 

  9 ＡＤＬを支援する機器と複合動作（３） 

：松葉杖 

〃 

10 ＡＤＬを支援する機器（４） 

：自助具・日常生活用具 

〃 

11 基本動作について：寝返りの動作分析 〃 

12 基本動作について：起き上がりの動作分析 〃 

13 基本動作について：立ち上がりの動作分析 〃 

14 基本動作について：着座の動作分析 〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

細田多穂 監修『日常生活活動学テキスト』南江堂． 

石井慎一郎 編著『動作分析 臨床活用講座』メジカルビュー社． 

参考図書 千住秀明 監修『理学療法学テキストⅤ日常生活活動(ADL) 第2版』神陵文庫． 

鶴見隆正 編集『標準理学療法学 専門分野 日常生活活動学・生活環境学 第 2

版』医学書院． 

評価方法 ⚫ ＡＤＬを支援する機器：自助具・日常生活用具に関するレポートを講義前に提出 

⚫ 基本動作の動作分析に関するグループレポートを講義前に提出 

⚫ 座学と実技で授業を行う 

⚫ 筆記試験・実技試験・課題レポートにて総合的に評価を行う 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

日常生活活動Ⅱ（応用） 

1単位 30時間（15回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標： 日常生活動作（ＡＤＬ）の実際として、代表的な疾患のＡＤＬ指導について

学ぶ。また、その評価と訓練の実際についても知識を深める。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 ＡＤＬの実際：脳血管障害の病態 座学 

 2       ：   〃 〃 

 3       ：脳血管障害に対する評価 座学、実技 

 4       ：脳血管障害患者のＡＤＬ 〃 

 5 ＡＤＬの実際：脊髄損傷の病態 座学 

 6       ：脊髄損傷に対する評価 座学・実技 

 7       ：脊髄損傷者のＡＤＬ  

 8 ＡＤＬの実際：関節リウマチの病態 座学〃 

  9       ：関節リウマチに対する評価 

       関節リウマチ患者のＡＤＬ 

座学・実技 

10 ＡＤＬの実際：神経筋疾患の病態 座学 

11       ：    〃 〃 

12 ：神経筋疾患に対する評価 座学・実技 

13       ：神経筋疾患患者のＡＤＬ 〃 

14 ＡＤＬの実際：その他のＡＤＬ 

高齢者 

呼吸器疾患・循環器疾患 

座学・実技 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

細田多穂 監修『日常生活活動学テキスト』南江堂． 

野村嶬 編集『標準理学療法学・作業療法学 解剖学』医学書院． 

上田森生 編集『病気が見える 脳・神経』メディックメディア． 

参考図書 千住秀明 監修『理学療法学テキストⅤ日常生活活動(ADL) 第2版』神陵文庫． 

鶴見隆正 編集『標準理学療法学 専門分野 日常生活活動学・生活環境学 第 2

版』医学書院． 

評価方法 ⚫ 疾患に関するレポートを各講義前に提出 

⚫ 疾患の病態を知るために必要な解剖・生理学に関する確認テストを行う 
⚫ 各疾患の講義後に確認テストを行う 

⚫ 筆記試験・課題レポートにて総合的に評価を行う 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

理学療法治療学Ⅰ-1（整形） 

3単位 90時間（45回） 

時期 3学年 

担当者 山本 桂士 

授業目標 目標： 本授業は、整形外科を中心とした疾患の理学療法について学習する。実際の

臨床において必要とされる評価、理学療法アプローチ、リスク管理について

学習し、実践できることを目指す。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1～3 骨折 講義、演習、実技 

4～6 高齢者の骨折 講義、演習、実技    

7～9 腰痛症・腰椎椎間板ヘルニア 講義、演習、実技    

10～12 変形性股関節症（THA術後療法） 講義、演習、実技 

13～15   変形性膝関節症（TKA術後療法） 講義、演習、実技 

16～18 末梢神経損傷（顔面神経麻痺） 講義、演習、実技    

19～21 末梢循環障害 講義、演習、実技    

22～24 頚肩腕症候群（肩関節周囲炎を含む） 講義、演習、実技 

25～27 脊髄損傷 講義、演習、実技 

28～30 関節リウマチ 講義、演習、実技    

31～33 胸郭出口症候群・乳がん（手術後） 講義、演習、実技    

34～36 頚椎・腰椎術後療法 講義、演習、実技 

37～39 スポーツ外傷、ACL 半月版損傷 講義、演習、実技    

40～42 熱傷・切断と義肢 講義、演習、実技 

43～45 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

細田多穂・柳澤健 編集『理学療法ハンドブック（改訂第3版）』協同医書出版社． 

 

参考図書  

 

評価方法 筆記試験や出席状況によって判断。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

理学療法治療学Ⅱ-1（神経） 

3単位 90時間（45回） 

時期 3学年 

担当者  

授業目標 目標： 本授業では、脳血管障害、脊髄損傷を中心とした中枢神経疾患と難病の理学

療法について学ぶ。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1～3 脳血管障害：片麻痺の理学療法（基本概念） 講義、実技、演習 

4～6     〃    （理学療法評価） 講義、実技、演習 

7～9     〃    （急性期の理学療法） 講義、実技、演習 

10～12     〃    （回復期の理学療法） 講義、実技、演習 

13～15       〃    （維持期の理学療法） 講義、実技、演習 

16～18 脊髄損傷の理学療法 講義、実技、演習 

19～21      〃 講義、実技、演習 

22～24      〃 講義、実技、演習 

25～27 パーキンソン病の理学療法 講義、実技、演習 

28～30 運動失調症の理学療法 講義、実技、演習 

31～33 難病の理学療法（脊髄小脳変性症） 講義、実技、演習 

34～36    〃   （多発性硬化症） 講義、実技、演習 

37～39    〃   （筋萎縮性側索硬化症） 講義、実技、演習 

40～42 頭部外傷 講義、実技、演習 

43～45 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

細田多穂・柳澤健 編集『理学療法ハンドブック（改訂第3版）』協同医書出版社． 

 

参考図書 川平和美 他著『標準理学療法学・作業療法学 神経内科学第2版』医学書院． 

 

評価方法 筆記試験や出席状況によって判断。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

理学療法治療学Ⅲ-1（小児） 

1単位 30時間（15回） 

時期 3学年 

担当者 山本 桂士 

授業目標 目標： 本授業では、脳性麻痺児を中心に、発達障害に対する理学療法について学習

する。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 脳性麻痺児に対する評価 講義、演習 

2      〃 講義、演習 

3      〃 講義、演習 

4      〃 講義、演習 

5      〃 講義、演習 

6 脳性麻痺児に対する理学療法アプローチ      講義、演習 

7      〃 講義、演習 

8      〃 講義、演習 

  9      〃 講義、演習 

10      〃 講義、演習 

11 重症心身障害児に対する理学療法 講義、演習 

12 〃 講義、演習 

13 発達障害に関する理学療法 講義、演習 

14      〃 講義、演習 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

河村 光俊 著『小児の理学療法』医歯薬出版． 

今川忠男『脳性麻痺児の24時間姿勢ケア』三輪書店． 

 

参考図書  

 

評価方法 筆記試験や出席状況によって判断。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名 

単位数（時間） 

理学療法治療学Ⅳ（内科）    

1単位 30時間（15回） 

時期 3学年 

担当者  

授業到達目標 

循環器および呼吸器、代謝系疾患の理学療法が行えるようになるため、必要な知識を

身につけることを目的とする。具体的には、生活習慣病患者の増加とともに急増して

いる狭心症や心筋梗塞を始めとする循環器系疾患や呼吸器疾患、糖尿病などの代謝系

疾患の理学療法について学ぶ。これらの疾患は、理学療法中に生命にかかわる場合も

あり、正しい知識の習得が重要である。そのため、病態の理解、測定･検査法と評価

法、目標設定と理学療法の治療計画、リスク管理、治療効果など、理学療法の基本原

則と理学療法の流れを身につける。更に、患者が速やかに社会復帰できるような治療

支援の方法について学習する。 

方法 ・グループワーク課題の作成と発表を通して 

授業内容 

時間 

回 
指導内容 指導方法 

 1 オリエンテーション・グループワーク課題開始 グループワーク・講義 

 2 グループワーク課題・課題チェック グループワーク・講義 

 3 ①GW・虚血性心疾患 発表 グループワーク発表・講義 

 4 ②GW・心不全 発表 グループワーク発表・講義 

 5 ③GW・心疾患患者に対するﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 発表 グループワーク発表・講義 

 6 ④GW・大血管・末梢血管疾患 発表 グループワーク発表・講義 

 7 ⑤GW・呼吸器疾患の基礎 発表 グループワーク発表・講義 

 8 ⑥GW・COPD・拘束性肺疾患 発表 グループワーク発表・講義 

  9 ⑦GW・呼吸リハビリテーション 発表 グループワーク発表・講義 

10 ⑧GW・糖尿病 発表 グループワーク発表・講義 

11 ⑨GW・運動負荷試験 発表 グループワーク発表・講義 

12 ⑪GW・人工呼吸器 発表 グループワーク発表・講義 

13 総まとめ① 講義 

14 総まとめ② 講義 

15 試験と解説 試験 

使用図書 

（テキスト） 

・理学療法 ゴールドマスターテキスト 内部障害系理学療法 メジカルビュー社 

・病気がみえる 2 循環器疾患 MEDIC MEDIA 

・病気がみえる 4 呼吸器 MEDIC MEDIA 

評価方法 筆記試験およびグループワーク課題への貢献度、授業参加への積極性で評価する。 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

理学療法治療学Ⅰ-2（整形） 

3単位 90時間（45回） 

時期 4学年 

担当者 山本 桂士 

授業目標 目標： 本授業は、臨床実習で経験してきた整形疾患に対するケーススタディを通じ

て、病態、理学療法評価、治療についての基礎知識と実技を復習する 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1～3 骨折 講義、実技、演習 

4～6 高齢者の骨折 講義、実技、演習 

7～9 腰痛症・腰椎椎間板ヘルニア 講義、実技、演習 

10～12 変形性股関節症（THA術後療法） 講義、実技、演習 

13～15   変形性膝関節症（TKA術後療法） 講義、実技、演習 

16～18 末梢神経損傷（顔面神経麻痺） 講義、実技、演習 

19～21 末梢循環障害 講義、実技、演習 

22～24 頚肩腕症候群（肩関節周囲炎を含む） 講義、実技、演習 

25～27 脊髄損傷 講義、実技、演習 

28～30 関節リウマチ 講義、実技、演習 

31～33 胸郭出口症候群・乳がん（手術後） 講義、実技、演習 

34～36 頚椎・腰椎術後療法 講義、実技、演習 

37～39 スポーツ外傷、ACL 半月版損傷 講義、実技、演習 

40～42 熱傷・切断と義肢 講義、実技、演習 

43～45 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

細田多穂・柳澤健 編集『理学療法ハンドブック（改訂第3版）』協同医書出版社． 

 

参考図書  

 

評価方法 筆記試験や出席状況によって判断。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

理学療法治療学Ⅱ-2（神経） 

3単位 90時間（45回） 

時期 4学年 

担当者  

授業目標 目標： 本授業では、臨床実習で経験した症例を元に舌ケーススタディを中心に脳血

管障害、脊髄損傷を中心とした中枢神経疾患と難病の理学療法について、病

態、理学療法評価、治療に関する実際と基礎的知識を復習する。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1～3 脳血管障害：片麻痺の理学療法（基本概念） 講義、実技、演習 

4～6     〃    （理学療法評価） 講義、実技、演習 

7～9     〃    （急性期の理学療法） 講義、実技、演習 

10～12     〃    （回復期の理学療法） 講義、実技、演習 

13～15       〃    （維持期の理学療法） 講義、実技、演習 

16～18 脊髄損傷の理学療法 講義、実技、演習 

19～21      〃 講義、実技、演習 

22～24      〃 講義、実技、演習 

25～27 パーキンソン病の理学療法 講義、実技、演習 

28～30 運動失調症の理学療法 講義、実技、演習 

31～33 難病の理学療法（脊髄小脳変性症） 講義、実技、演習 

34～36    〃   （多発性硬化症） 講義、実技、演習 

37～39    〃   （筋萎縮性側索硬化症） 講義、実技、演習 

40～42 頭部外傷 講義、実技、演習 

43～45 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

細田多穂・柳澤健 編集『理学療法ハンドブック（改訂第3版）』協同医書出版社． 

 

参考図書 川平和美 他著『標準理学療法学・作業療法学 神経内科学第2版』医学書院． 

 

評価方法 筆記試験や出席状況によって判断。 

 



 

授 業 概 要 

 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

理学療法治療学Ⅲ-2（小児） 

2単位 60時間（30回） 

時期 4学年 

担当者 山本 桂士 

授業目標 目標： 本授業では、脳性麻痺児を中心に、発達障害に対する病態、評価、治療につ

いての基本的知識を復習する。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1~2 脳性麻痺児に対する評価・治療 講義、演習、小テスト 

3~4 脳性麻痺児に対する評価・治療     講義、演習、小テスト 

5~6 脳性麻痺児に対する評価・治療 講義、演習、小テスト 

7~8 脳性麻痺児に対する評価・治療     講義、演習、小テスト 

9~10 脳性麻痺児に対する評価・治療      講義、演習、小テスト 

11~12 筋ジストロフィーに対する理学療法 講義、演習、小テスト 

13~14 筋ジストロフィーに対する理学療法      講義、演習、小テスト 

15~16 筋ジストロフィーに対する理学療法      講義、演習、小テスト 

17~18 二分脊椎に対する理学療法 講義、演習、小テスト 

19~20 二分脊椎に対する理学療法      講義、演習、小テスト 

21~22 重症心身障害児に対する理学療法 講義、演習、小テスト 

23~24 重症心身障害児に対する理学療法 講義、演習、小テスト 

25~26 発達障害に関する理学療法 講義、演習、小テスト 

27~28 発達障害に関する理学療法 講義、演習、小テスト 

29~30 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

河村 光俊 著『小児の理学療法』医歯薬出版． 

配布資料 

 

参考図書 特になし 

 

評価方法 筆記試験や出席状況によって判断。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

理学療法治療学Ⅳ-2（内科） 

2単位 60時間（30回） 

時期 4学年 

担当者  

授業目標 目標： 本授業では、呼吸・循環・代謝系の理学療法を実施するうえで、各疾患にお

ける病態、評価、理学療法、リスク管理について復習し、ケーススタディを

通じて学習内容の理解を深めることを目的とする。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1~2 呼吸器疾患に対する理学療法 講義、演習、小テスト 

3~4    〃    講義、演習、小テスト 

5~6    〃    講義、演習、小テスト 

7~8    〃    講義、演習、小テスト 

9~10    〃    講義、演習、小テスト 

11~12 循環器疾患に対する理学療法 講義、演習、小テスト 

13~14    〃    講義、演習、小テスト 

15~16    〃    講義、演習、小テスト 

17~18    〃    講義、演習、小テスト 

19~20    〃    講義、演習、小テスト 

21~22 代謝性疾患に対する理学療法 講義、演習、小テスト 

23~24    〃    講義、演習、小テスト 

25~26    〃    講義、演習、小テスト 

27~28    〃    講義、演習、小テスト 

29~30 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

細田多穂・柳澤健 編集『理学療法ハンドブック（改訂第3版）』協同医書出版社． 

 

参考図書 居村茂幸 編『内部障害系理学療法』医歯薬出版． 

 

 

評価方法 筆記試験や出席状況によって判断。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

スポーツ理学療法学   

1単位 30時間（15回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標：本講義は、スポーツおよびトレーニングの特性を考慮し、これまで明らかに

された身体に及ぼす解剖学的・生理学的効果を整理し、健康の維持・増進・

疾病予防、そして成績の向上といったスポーツ・トレーニングの「効用」の

ためにいかに有効な指導・管理を行うのかを議論する学問である。スポー

ツ・トレーニングの特性、スキル、発達および老化、性、合併症などスポー

ツ医学に包含される要素は極めて多岐に及ぶため、本講義ではスポーツ健康

科学に必要な基本的知識を系統的に教授する。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 筋・神経・心臓血管、呼吸器系の構造と機能 講義、スライド 

 2 生体エネルギー機構、バイオメカニクス 講義，スライド 

3 レジスタンストレーニング・有酸素トレーニングへの

適応 

講義、スライド 

4 パーソナルトレーニングにおける栄養と運動心理学 講義、スライド 

5 クライアントの面談と健康評価、体力評価の選択と管

理 

講義，スライド 

6 体力テスト法と評価基準、柔軟性、自重、エクササイ

ズ 

講義、スライド 

7 レジスタンストレーニングエクササイズ、心臓血管系

活動のテクニック 

講義、スライド 

8 レジスタンストレーニングのプログラムデザイン 講義，スライド 

  9 有酸素性持久力トレーニングのプログラムデザイン 講義、スライド 

10 プライオメトリックトレーニングとスピードトレー

ニング 

講義、スライド 

11 妊婦、高齢者、青年期直前期のクライアント 講義，スライド 

12 心臓・呼吸器系、整形外科的疾患を有するクライアン

ト 

講義、スライド 

13 アスリートを対象にしたレジスタンストレーニング 講義，スライド 

14 パーソナルトレーニングにおける法的諸問題 講義、スライド 

15 定期試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

配布資料 

参考図書 特になし 

評価方法 筆記試験 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

理学療法治療計画法 

1単位 30時間（15回） 

時期 3学年 

担当者  

授業目標 目標： 本授業では、各種疾患に対する測定・評価とそれに基づく理学療法計画につ

いて模擬学習を行う。指導教官のアドバイスから、臨床ではどのように捉え

実践しているのかを学び、問題解決の思考力を高めることを目的とする。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

  ・プレ実習で評価を行ったケースについて、

レジュメを作成する。 

⇒情報収集、理学療法評価、問題点、統

合と解釈、目標設定、理学療法プログ

ラムの設定までを行う 

・SOAPのまとめ方について演習を行う 

 

使用図書 

（テキスト） 

なし 

参考図書 なし 

 

評価方法 出席状況、学習態度、発表内容等で評価する。 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

福祉住環境論    

2単位 60時間（30回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標：地域リハビリテーションの概念を学び、基礎的なシズテムや展開論を幅広く

学習する。地域理学療法と病院・施設などにおける理学療法との違いを理解

する。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1~2 地域リハビリテーションの広がりとその社

会的背景 

講義、スライド 

3~4 福祉関連法的諸制度 〃 

5~6 関連機関との地域連携・社会資源 〃 

7~8 生活者としての対象者 〃 

9~10 要介護認定とケアマネジメント 〃 

11~12 介護予防と理学療法 〃 

13~14 介護老人保健施設の役割 〃 

15~16 介護老人保健施設の実際（評価と実施計画

書） 

〃 

17~18 介護老人福祉施設 〃 

19~20 成人障害者施設 〃 

21~22 訪問理学療法の展開 〃 

23~24 地域における連携 〃 

25~26     〃 〃 

27~28 〃 〃 

29~30 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

奈良勲 監修『標準理学療法学 地域理学療法学』医学書院． 

参考図書 奈良勲 監修『標準理学療法学 日常生活活動学・生活環境学』医学書院． 

 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

地域理学療法論    

2単位 30時間（15回） 

時期 4学年 

担当者  

授業目標 目標：地域福祉論で学んだ知識をいかし、地域社会（在宅）における理学療法の進

め方を学習する。地域理学療法と病院・施設などにおける理学療法との違い

を理解する。  

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 地域理学療法とは何か？ 講義、スライド 

 2 健康状態の評価 〃 

 3 居宅高齢者の体力増進とリスク管理 〃 

 4 脳血管障害 〃 

 5 骨折 〃 

 6 慢性呼吸不全 〃 

 7 神経変性疾患 〃 

 8 脊髄損傷 〃 

  9 認知症と褥瘡 〃 

10 健康増進の歴史と現状 〃 

11 健康増進に必要な知識と技術 〃 

12 理学療法士による健康増進 〃 

13 高齢者の筋力増強 〃 

14 理学療法士による健康増進活動の展望 〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

鶴見隆正・大渕修一 責任編集 『健康増進と介護予防』三輪書店． 

奈良勲 監修『標準理学療法学 地域理学療法学』医学書院． 

参考図書 奈良勲 監修『標準理学療法学 日常生活活動学・生活環境学』医学書院． 

 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

臨床実習Ⅰ 

4単位 180時間 

時期 3学年 

担当者 各臨床実習施設指導者・全専任教員 

授業目標 目標： 臨床実習に赴き、臨床場面の実態を知り、臨床家としての心構えと基本的な

スキルを身につける。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

  別途実習要綱  

使用図書 

（テキスト） 

なし 

参考図書 なし 

 

評価方法 各臨床実習指導者の評価と学内成績のトータルで判断する。 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

臨床実習Ⅱ 

7単位 315時間 

時期 3学年 

担当者 各臨床実習施設指導者・全専任教員 

授業目標 目標： 臨床実習に赴き、臨床実習Ⅰの成果を踏まえ、実際にクライエントに関わる

ことにより、卒業後には臨床家として標準的な業務が行えるようになるこ

と。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

  別途実習要綱  

使用図書 

（テキスト） 

なし 

参考図書 なし 

 

評価方法 各臨床実習指導者の評価と学内成績のトータルで判断する。 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

臨床実習Ⅲ 

7単位 315時間 

時期 4学年 

担当者 各臨床実習施設指導者・全専任教員 

授業目標 目標： 臨床実習に赴き、臨床実習Ⅰ・Ⅱの成果を踏まえ、実際にクライエントに関

わることにより、卒業後には臨床家として標準的な業務が行えるようになる

こと。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

  別途実習要綱  

使用図書 

（テキスト） 

なし 

参考図書 なし 

 

評価方法 各臨床実習指導者の評価と学内成績のトータルで判断する。 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

運動療法手技論 

2単位 60時間（30回） 

時期 3学年 

担当者  

授業目標 目標： 本授業では、整形外科疾患に対する基本的治療手技と、各関節の運動学的知

識の確認、及び整形外科的検査の復習を行う 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1~2 股関節の運動学についての復習 講義、小テスト 

3~4 股関節疾患に対する基本的治療の実際 講義、実習、小テスト 

5~6 股関節疾患に対する基本的治療の実際 講義、実習、小テスト 

7~8 膝関節の運動学についての復習 講義、小テスト 

9~10 膝関節疾患に対する基本的治療の実際 講義、実習、小テスト 

11~12 膝関節疾患に対する基本的治療の実際 講義、実習、小テスト 

13~14 肩関節の運動学についての復習 講義、小テスト 

15~16 肩関節疾患に対する基本的治療の実際 講義、実習、小テスト 

17~18 肩関節疾患に対する基本的治療の実際 講義、実習、小テスト 

19~20 脊柱の運動学についての復習 講義、小テスト 

21~22 腰部疾患に対する基本的治療の実際 講義、実習、小テスト 

23~24 腰部疾患に対する基本的治療の実際 講義、実習、小テスト 

25~26 整形外科的検査の復習 実技、テスト 

27~28 実技テスト 試験 

29~30 実技テスト 試験 

使用図書 

（テキスト） 

配布資料 

 

参考図書 特になし 

 

 

評価方法 筆記試験、実技試験、出席状況、課題レポートにより判定。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

コミュニケーション援助技術論 

1単位 30時間（15回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標： 「聴覚障害」を理解し、聴覚障害者への配慮や工夫ができる能力を養う。 

    点字学習を通じて視覚障害の患者さんとの意思の疎通を図り、そして障害の理解を促進する。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 あいさつ・伝えあう・名前（第1・2・3講座）手話の基礎知

識 

講義、実技（聴覚障害者をサポーターとし

て） 

 2 家族・趣味・数字（第4・5・6講座）手話の基礎知識 〃 

 3 仕事・地図（第7・8講座）聴覚障害の基礎知識 〃 

 4 1日・1ヶ月・1年の経過（第10・11・12講座）    〃 

 5 日常生活（第15・17講座）医療用語、聴覚障害者の生活 〃 

 6 医療用語・医療場面模擬通訳演習、福祉制度    〃 

 7 医療場面模擬通訳演習、医療現場における手話通訳 講義（実技演習をもとに）実技（聴覚障害

をサポーターとして） 

 8 点字・講義：視覚障害理解、見えないとは？、50 音表の見

方 

点字板使用方法、アイマスク体験① 

  9 点字基本2：障害理解、読み書き移動手段、50音、数字 点字紙に50音練習、アイマスク体験② 

10 点字基本3：障害理解、読み書き手引き、数字とアルファベ

ット 

名前・住所を書く。アイマスク体験③ 

11 点字基本4：障害理解、案内、日常生活活動、数字とアルフ

ァベット 

単語練習、アイマスク体験④ 

12 点字分かち書き①：視覚障害理解、手引き、案内、日常介助 疾患名を書く、アイマスク体験⑤ 

13 点字分かち書き②：「視覚障害理解、手引き、案内、日常介

助 

医療関連単語、アイマスク体験⑥ 

14 総合演習、質疑応答 基本の復習、タイプライター使用、音声パ

ソコン 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

厚生労働省手話奉仕員養成講座『入門課程対応テキスト』 

『点字の手引き 第3版』全国視覚障害者情報提供施設． 

参考図書 厚生労働省手話奉仕員養成講座『基礎課程対応テキスト』 

谷合侑 著『盲人ガイドのキーポイント・ガイドヘルパーのための１５章』社会福祉法人視覚障害者支援総合セン

ター． 

光成沢美 著『指先で紡ぐ愛【グチもケンカもときめきも】』講談社． 

評価方法 サポーターの聴覚障害者に対する姿勢及びコミュニケーション能力。 

健常者として見えていた地域生活が障害をもった人の立場から、どれだけ見ることが出来る様になったか。自身の

生活範囲の中で、障害を持った人が一人暮らし出来る状況にあるか、衣食住など問題点を頭に浮かべてもらいたい。 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

レクリエーション技術論 

1単位 30時間（15回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標：レクリエーションに関する基礎理論、レクリエーション指導の理論、レクリ 

エーションサービス論を基本から展開へと段階的に理解し、学習していくこ 

とにより、新しいレクリエーションの多様性を確認する。 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

 1 レクリエーションとは何か 講義 

 2       〃    〃 

 3 レクリエーション運動の歴史と理念    〃 

 4       〃 〃 

 5 レクリエーション支援の構造 〃 

 6       〃 〃 

 7 グループ・レクリエーションの展開法 実技 

 8       〃 〃 

  9 ゲームを中心とした活動 〃 

10       〃 〃 

11 各種ボールを使った運動と遊び 〃 

12       〃 〃 

13 身近な用具を使った運動と遊び 〃 

14       〃 〃 

15 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

（財）レクリエーション協会人材開発本部『レクリエーション入門』財団法人レク

リエーション協会 

 

参考図書 寺山久美子 監修『レクリエーション－社会参加を促す治療的レクリーション』 

三輪書店． 

評価方法 レポートと実技試験で判断する。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

セミナー 

3単位 90時間（45回） 

時期 4学年 

担当者  

授業目標 目標： 本授業では、これまでに学んだ全分野に関して、講義と演習、確認テストを

通じて、基礎的知識の確認を行う 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1～3 基礎分野(解剖学・生理学・運動学) 講義、演習、小テスト 

4～6 基礎分野(解剖学・生理学・運動学)  講義、演習、小テスト 

7～9 基礎分野(解剖学・生理学・運動学) 講義、演習、小テスト 

10～12 基礎分野(解剖学・生理学・運動学)  講義、演習、小テスト 

13～15   基礎分野(解剖学・生理学・運動学) 講義、演習、小テスト 

16～18 専門基礎分野(臨床医学中心に) 講義、演習、小テスト 

19～21 専門基礎分野(臨床医学中心に) 講義、演習、小テスト 

22～24 専門基礎分野(臨床医学中心に) 講義、演習、小テスト 

25～27 専門基礎分野(臨床医学中心に) 講義、演習、小テスト 

28～30 専門分野(神経・整形・内科中心に) 講義、演習、小テスト 

31～33 専門分野(神経・整形・内科中心に) 講義、演習、小テスト 

34～36 専門分野(神経・整形・内科中心に) 講義、演習、小テスト 

37～39 専門分野(神経・整形・内科中心に) 講義、演習、小テスト 

40～42 専門分野(神経・整形・内科中心に) 講義、演習、小テスト 

43～45 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

配布資料 

 

参考図書  

特になし 

評価方法 筆記試験 

 



 

授 業 概 要 

 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

総合演習 

2単位 60時間（30回） 

時期 1学年 

担当者  

授業目標 目標： 本授業では、専門基礎分野(解剖生理学)の復習と、専門分野の理学療法評価

学の評価測定法に関する復習を行う 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1~2 解剖生理学の復習(骨・筋について) 講義、小テスト 

3~4 解剖生理学の復習(骨・筋について)       講義、小テスト 

5~6 解剖生理学の復習(骨・筋について)     講義、小テスト 

7~8 解剖生理学の復習(神経系について)     講義、小テスト 

9~10 解剖生理学の復習(神経系について)    講義、小テスト 

11~12 解剖生理学の復習(神経系について) 講義、小テスト 

13~14 解剖生理学の復習(泌尿器系について)    講義、小テスト 

15~16 解剖生理学の復習(泌尿器系について)     講義、小テスト 

17~18 解剖生理学の復習(消化器系について)    講義、小テスト 

19~20 解剖生理学の復習(消化器系について)     講義、小テスト 

21~22 解剖生理学の復習(内分泌系について)    講義、小テスト 

23~24 解剖生理学の復習(内分泌系について)     講義、小テスト 

25~26 血圧測定、形態測定 実技、テスト 

27~28 触診、ROM測定 実技、テスト 

29~30 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

シリーズ監修 奈良勲『解剖学』『生理学』医学書院 

 

参考図書 特になし 

 

 

評価方法 筆記試験や出席状況によって判断。 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

総合演習 

2単位 60時間（30回） 

時期 2学年 

担当者  

授業目標 目標： 本授業では、専門基礎分野(解剖生理学の主に神経系)の復習と、専門分野の

理学療法評価学の評価測定法に関する復習を行う 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1~2 解剖生理学の復習(脊髄について) 講義、小テスト 

3~4 解剖生理学の復習(上行路・下行路について)       講義、小テスト 

5~6 解剖生理学の復習(上行路・下行路について)    講義、小テスト 

7~8 解剖生理学の復習(上行路・下行路について)    講義、小テスト 

9~10 解剖生理学の復習(脳室系について)    講義、小テスト 

11~12 解剖生理学の復習(特殊感覚について) 講義、小テスト 

13~14 解剖生理学の復習(脳神経について)    講義、小テスト 

15~16 解剖生理学の復習(脳神経について)     講義、小テスト 

17~18 解剖生理学の復習(自律神経系について)    講義、小テスト 

19~20 血圧測定、形態測定、触診     実技、テスト 

21~22 上肢ROM測定 実技、テスト 

23~24 下肢ROM測定 実技、テスト 

25~26 上肢MMT 実技、テスト 

27~28 下肢MMT 実技、テスト 

29~30 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

シリーズ監修 奈良勲『解剖学』『生理学』医学書院 

 

参考図書 特になし 

 

 

評価方法 筆記試験や出席状況によって判断。 

 



 

授 業 概 要 

 

授業科目名  

単位数（時間） 

総合演習 

2単位 60時間（30回） 

時期 3学年 

担当者  

授業目標 目標： 本授業では、専門基礎分野の解剖生理学と臨床医学に関連した分野の復習と、

専門分野の理学療法評価学の評価測定法に関する復習を行う 

授業内容 時間 

回 

指導内容 指導方法 

1~2 解剖生理学の復習 講義、小テスト 

3~4 解剖生理学の復習       講義、小テスト 

5~6 解剖生理学の復習    講義、小テスト 

7~8 解剖生理学の復習    講義、小テスト 

9~10 解剖生理学の復習 講義、小テスト 

11~12 臨床医学の復習(整形外科分野について)    講義、小テスト 

13~14 臨床医学の復習(神経内科分野について)  講義、小テスト 

15~16 臨床医学の復習(一般内科分野について)    講義、小テスト 

17~18 臨床医学の復習(一般内科分野について)  講義、小テスト 

19~20 臨床医学の復習(病理学分野について)    実技、テスト 

21~22 上下肢ROM測定 実技、テスト 

23~24 MMT 実技、テスト 

25~26 整形外科的検査 実技、テスト 

27~28 感覚検査 実技、テスト 

29~30 試験 試験 

使用図書 

（テキスト） 

シリーズ監修 奈良勲『解剖学』『生理学』医学書院 

過去の国家試験問題 

参考図書 特になし 

 

 

評価方法 筆記試験や出席状況によって判断。 

 


